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ＪＸＴＧグループの運営体制および商号の変更について 

                                         

 当社（社長:杉森 務）は、２０２０年６月に開催予定の定時株主総会日付で、当社グルー

プの運営をＪＸＴＧエネルギー株式会社（社長：大田 勝幸、以下「ＪＸＴＧエネルギー」）

を中心に据えた体制に変更し、併せて両社の商号について、当社を「ＥＮＥＯＳホールデ

ィングス株式会社」、ＪＸＴＧエネルギーを「ＥＮＥＯＳ株式会社」に変更することを決定

しましたので、お知らせいたします。 

 

１．グループ運営体制の変更 

当社は、世界的な低炭素社会への加速、イノベーションの急速な進化、企業のＥＳＧ経営

を求める社会的な機運の高まりなど、グループを取り巻く事業環境の変化を踏まえた長期的

な経営方針として、「２０４０年 ＪＸＴＧグループ長期ビジョン」（以下、「長期ビジョン」）を

本年５月に発表いたしました。その実現に向けては、従来にも増して意思決定と業務執行の迅

速化を図り、変化の激しい事業環境に対応していくことが求められます。そのため、抜本的

な構造変革を進めることとし、現在の純粋持株会社の下に３つの中核事業会社を有する体制

から、グループで最も大きなウエイトを占めるＪＸＴＧエネルギーと当社の経営を実質的に

統合して運営する体制に変更いたします。 

 

具体的には、当社とＪＸＴＧエネルギーは、それぞれ法人格は残すものの、役員を極力兼任さ

せ、意思決定機関を集約し、実質的にひとつの事業持株会社として運営いたします。一方、ＪＸ

石油開発株式会社（社長：細井 裕嗣）およびＪＸ金属株式会社（社長：村山 誠一）について

は、引き続き当社グループの一翼を担う重要な事業会社として、当社が定める経営方針の下、

大幅な権限委譲を進め、それぞれの事業特性に応じて、より自律性、機動性、独立性を高め

た業務執行体制を構築します。 

 

２．商号の変更 

グループ運営体制の変更に伴い、当社とＪＸＴＧエネルギーの商号については、次のと

おり当社グループがエネルギー事業で使用しているブランド「ＥＮＥＯＳ」を冠するものに



変更し、グループの名称は「ＥＮＥＯＳグループ」といたします。（※） 

現在の商号 変更後の商号 

ＪＸＴＧホールディングス株式会社 ＥＮＥＯＳホールディングス株式会社 

（英文：ＥＮＥＯＳ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ，Ｉｎｃ．） 

ＪＸＴＧエネルギー株式会社 ＥＮＥＯＳ株式会社 

（英文：ＥＮＥＯＳ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ） 

（※）定時株主総会において定款変更が承認されることが条件となります。なお、ＪＸ石油開

発株式会社およびＪＸ金属株式会社は商号変更いたしません。 

 

 

「ＥＮＥＯＳ」は、２００１年にサービスステーション（以下、「ＳＳ」）の新たなブラ

ンドとして誕生して以来、ブランド統合やエネルギー事業の領域拡大を経て、現在は約１万

３，０００か所のＳＳや「ＥＮＥＯＳでんき」等を通じて全国的に広く認知いただいていま

す。社名とブランド名を統一することにより、「ＥＮＥＯＳ」の高い知名度を活用した成長

事業の育成・新規事業の創出を推進するとともに、長期ビジョンで掲げる「アジアを代表す

るエネルギー・素材企業」の実現に向けたグローバルブランドへの飛躍を目指します。 

 

当社グループは、グループ理念に使命として掲げる、創造と革新を通じた社会の発展と

活力ある未来づくりへの貢献に向け、引き続き全力で取り組んでまいります。 

 

なお、商号の変更に伴う定款の変更内容につきましては、詳細が決定し次第、開示いたし

ます。 

 

【参考：「ＥＮＥＯＳ」ブランドについて】 

「ＥＮＥＯＳ」は、「ＥＮＥＲＧＹ/エネルギー」と「ＮＥＯＳ/

ネオス（ギリシャ語で新しい）」という二つの言葉を組合せて生み出し

たオリジナルワードです。様々なエネルギーのメニューを取り揃え、

お客様ひとりひとりに満足をお届けしたいという想いを込めてい

ます。 

ブランドマークは、「エネルギー」を象徴的なフォルムでデザイ

ンしました。中心の球体は「信頼性」と「永続性」を、外に広がる

スパイラルは「創造性」と「革新性」を表現しています。 

 

 

以 上 


